「戦争と医の倫理」の検証を進める会・設立大会へのメッセージ

　　　　森村誠一　
医業は人間の生命と健康を救い、保つことを目的にしながら、これを殺傷、害することもできる両面を併せ持つ。後者の悪性を最も凶悪に露呈したのが、７３１部隊である。７３１部隊は、医学を兵器として利用した。アウシュビッツのホロコーストが職業軍人によって行われたのに対して、７３１部隊の特殊性はその非人道的行為が、人間の命を救全すべき医師によって主導されたことである。医師でありながら、人間を器物やモルモットのようにしか見ていなかったのである。
しかしながら、その検証が医師以下医療に関わる人々によって十分に行われていない。日進月歩の医学において、医師は最先端の医療機器のデータばかり熱心に見て、患者の本体や顔を見たり、触れたりする人が少なくなっている。医の対象が人間から人体となり、命が検体や、器物化しつつある今日、医道の理念が医術の機械化によって見失われやすくなっているといえないか。

同じことは患者にもいえる。以前患者は医者を選んだものであるが、いまは病院の設備や診療能力を選ぶ。医者を人間としてではなく、戦力（医療能力）として選ぶような風潮になっている。７３１部隊時代よりも、さらに医道のダークサイドが発揮されやすい環境になっているといえよう。
このような時代環境にあって、７３１部隊の検証は、歴史から教訓を学び、医道の理念を再確認するまたとない機会であるとおもう。

戦争は人命を殺傷し、国土、自然、地球そのものを荒廃させるのみならず、人間性を歪め破壊する。

憲法９条を守ることは、人間性を守ることであるが、医道の倫理の再確認は、あらゆる戦争を拒否し、人間の尊厳と人権の保障につながる。医師が医道の本分を見失ったときは、人類の未来はない。人命の救全とは、それほど重い意味をもっているのである。

２００９年９月２７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






